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平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

10
月
１
日
を
調
査
期
日
と
し
た
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
統
計
調
査
は
５
年
に
一
度
実
施
さ

れ
、
全
国
の
約
370
万
の
世
帯
が
対
象
と
な

る
、
住
生
活
に
関
す
る
最
も
重
要
で
基
本

的
な
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
９

月
中
旬
か
ら
県
知
事
が
任
命
し
た
統
計
調

査
員
が
調
査
書
類
を
配
布
し
ま
す
。
な
お
、

回
答
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま

た
は
、
紙
の
調
査
票
で
回
答
が
で
き
ま
す
。

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
企
画
調
整
課

　　　
「
桶
川
市
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
基

金
」
へ
の
寄
附
に
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

　

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
幸
会
　
榎
本
会
計
事
務
所
　
様

※
市
で
は
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
「
桶
川

市
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
基
金
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
子
ど
も
未
来
課

　

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
休
止
に

つ
い
て

　

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
に
伴
い
、
９
月
15
日

㈯
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
証
明

書
交
付
が
終
日
休
止
と
な
り
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
市
民
課

ク
リ
ー
ン
お
け
が
わ
清
掃
運
動

～
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
・
ふ
れ
あ
い
の
場
～

　

内
容
▼
道
路
や
公
園
に
ポ
イ
捨
て
さ
れ

た
ご
み
を
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

て
集
め
る
清
掃
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
地

域
の
ふ
れ
あ
い
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
各
自

治
会
や
町
会
に
よ
っ
て
実
施
方
法
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
地
区
の
役
員
・

班
長
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

と
き
▼
９
月
30
日
㈰
※
雨
天
で
も
回
収

　

対
象
と
な
る
ご
み
▼
道
路
や
公
園
に
ポ

イ
捨
て
さ
れ
て
い
る
燃
や
せ
る
ご
み
、
空

き
缶
な
ど
の
金
属
・
ガ
ラ
ス
ご
み
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
、傘

な
ど
の
そ
の
他
ご
み

※
集
め
ら
れ
た
ご
み
は
、
分
別
し
て
市
指

定
の
ご
み
袋
に
入
れ
、
地
域
で
指
定
さ
れ

た
集
積
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
回
収

は
午
前
９
時
か
ら
順
次
行
い
ま
す
。

※
道
路
、公
園
か
ら
発
生
し
た
草
、木
、枝

類
は
対
象
外
で
す
。

※
家
庭
ご
み
、
粗
大
ご
み
は
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

※
不
法
投
棄
物
は
、
警
察
の
立
ち
会
い
確

認
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

移
動
せ
ず
に
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
自
治
文
化
課
（
桶
川
市
区

長
会
・
桶
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
事

務
局
）

東京2020オリンピック・パラリンピック

　観戦客が利用する駅周辺などでの道案内や県のPR活動
を行うボランティアを募集します。
募集人数▶約5,400人　
募集期間▶９月30日㈰まで
活動日数▶�大会期間中に３日間以上（一部５日以上の場

合があります）
　詳細は、県ホームページまたは埼玉県の都市ボランティ
ア募集コールセンター☎833-2700で確認してください。

　東京2020大会に出場する海外選手の家族を、
ホームステイで受け入れるホストファミリーを募
集します。

　埼玉県都市ボランティアを募集！ 　ホストファミリーを募集 !

　それぞれの応募条件・応募方法は県
オリンピック・パラリンピック課のホー
ムページをご覧ください。

埼玉県　2020 検 索

日本赤十字社埼玉県支部桶川市地区で
お預かりした平成30年7月豪雨災害義援
金について　　　　詳しくは至社会福祉課

　７月18日㈬に桶川駅改札前・東西口で街頭
募金活動を行いました。

総額 228,827円
のご協力をいただきました。
　皆様からの温かいご支援に、厚
く御礼申し上げます。

情報
ステーション

OKEGAWA
Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

☎786-3211 （代表）
鯖786-0336
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桶
川
市
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
に

つ
い
て

　

本
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も

自
身
が
読
書
の
楽
し
さ
を
知
る
き
っ
か
け

を
つ
く
り
、
自
発
的
な
読
書
活
動
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク

事
業
を
平
成
27
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
▼
①
桶
川
市
立
小
学
校
に
在
籍
す

る
１
年
生
の
児
童

②
市
内
に
住
所
を
有
す
る
平
成
23
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

児
童

　

方
法
▼
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
20
冊

の
中
か
ら
保
護
者
と
相
談
し
、
各
児
童
１

冊
を
選
書

※
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
20
冊
の
書
籍

名
な
ど
に
つ
い
て
は
、
９
月
に
各
学
校
や

各
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

申
込
み
▼
①
は
、
学
校
で
配
付
さ
れ
る

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
学
校
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

②
は
、申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、９

月
１
日
～
11
月
30
日
に
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
各
図
書
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、各
図
書
館
、ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　

贈
呈
場
所
▼
①
は
各
学
校
、
②
は
各
図

書
館

　

詳
し
く
は
詩
学
校
支
援
課

入
学
準
備
金
貸
付
制
度
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
高
校
・
大
学
な
ど
へ
の
進
学

を
希
望
す
る
人
の
保
護
者
で
、
入
学
資
金

の
調
達
が
困
難
な
人
に
対
し
て
、
資
金
の

貸
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
▼
次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
平
成
30
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
市
内
に

居
住
す
る
人

②
連
帯
保
証
人
（
関
東
一
都
六
県
に
居
住

し
、
独
立
の
生
計
を
営
む
20
歳
以
上
の
住

民
税
完
納
者
）
が
い
る
人

　

貸
付
限
度
額
▼
※
１
万
円
を
単
位

⃝
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
⇨
20
万
円

⃝

大
学（
短
大・大
学
院
を
含
む
）⇨
40
万
円

　

償
還
方
法
▼
口
座
振
替
で
平
成
31
年
10

月
か
ら
40
月
割
賦
償
還
（
無
利
子
）

　

貸
付
の
適
否
▼
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

　

申
請
期
間
▼
９
月
３
日
㈪
～
平
成
31
年

２
月
末
日
※
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
年
末

年
始
を
除
く

※
年
内
貸
付
を
希
望
す
る
人
は
、
10
月
31

日
㈬
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
学
が
確
定
す
る
前
に
申
請
で
き
ま
す
。

※
申
請
書
類
は
、
教
育
総
務
課
窓
口
、
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

　

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員

～
社
会
調
査
に
ご
協
力
を
～

　

市
で
は
、
現
在
140
人
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
（
う
ち
14
人
は
主
任
児
童
委
員
）

が
、
厚
生
労
働
大
臣
と
県
知
事
か
ら
委
嘱

を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
区
域
内
の
実

情
を
把
握
し
な
が
ら
、
地
域
で
援
助
を
必

要
と
す
る
人
の
相
談
活
動
や
援
助
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
桶
川
市
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て

９
月
に
社
会
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
新
た

に
市
内
に
転
入
し
た
な
ど
、
異
動
が
あ
っ

た
場
合
に
民
生
委
員
が
訪
問
し
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
担
当
区
域
内
の
実
情
を
把
握

す
る
こ
と
で
、高
齢
者
福
祉
・
生
活
援
助
・

心
身
障
害
者
福
祉
な
ど
、
福
祉
の
増
進
に

役
立
て
る
も
の
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
職
務
上
知
り

得
た
事
項
に
つ
い
て
、
秘
密
を
堅
く
守
り

ま
す
。
調
査
に
あ
た
っ
て
、
担
当
地
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
訪
問
し
た
際
に

は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る

家
庭
に
主
任
児
童
委
員
が
一
緒
に
訪
問
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
社
会
福
祉
課

　一定の要件に該当する住宅改修工事を行った場合、固定資産税の減額が受けられます。
工事完了後３か月以内に申請してください。

詳しくは至税務課　住宅改修に伴う固定資産税（家屋）の減額について

●減額の要件：次の①～③全てに該当
　①�昭和57年１月１日以前に建てられた住宅の改修
工事であること

　②�現行の耐震基準に適合する改修工事であり、平
成32年３月31日までに改修工事が完了すること

　③改修工事費用が50万円を超えること
●軽減：�改修した住宅の翌年度分の固定資産税を２

分の１減額（１戸当たり120㎡分までを限度）
　　　　※長期優良住宅の場合は、３分の２減額

２．省エネ改修
●減額の要件：次の①～④全てに該当
　①�平成20年１月１日以前から所在している住宅
で、賃貸でない住宅の改修工事であること

　②改修後の住宅の床面積が50㎡以上280㎡以下
　③�現行の省エネ基準に適合する改修工事であり、平
成32年３月31日までに改修工事が完了すること

　④�次の（ア）、または（ア）と併せて行う（イ）～（エ）の
工事で、補助金などを除く改修工事費用の自己
負担が50万円を超えること

（ア）窓の断熱改修工事　（イ）床の断熱改修工事
（ウ）天井の断熱改修工事（エ）壁の断熱改修工事

●軽減：�改修した住宅の翌年度分の固定資産税を３
分の１減額（１戸当たり120㎡分までを限度）

　　　　※長期優良住宅の場合は、３分の２減額

３．バリアフリー改修
●減額の要件：次の①～⑤全てに該当
①�新築した日から10年以上経過した住宅で、賃貸で
ない住宅の改修工事であること
②�平成32年3�月31日までに改修工事が完了すること
③改修後の住宅の床面積が50㎡以上280㎡以下

④�居住者が次のいずれかに該当すること
　•65歳以上の人
　•要介護または要支援認定を受けている人
　•障害のある人
⑤�次のいずれかの改修工事で、補助金などを除く改
修工事費用の自己負担が50万円を超えること

•廊下の拡幅　　　　•手すりの取付け
•階段の勾配の緩和　•床の段差の解消
•浴室の改良　　　　•引き戸への取替え
•便所の改良　　　　•床表面の滑り止め化

●軽減：�改修した住宅の翌年度分の固定資産税を3分
の1減額（�1�戸当たり100㎡分までを限度）

※�「省エネ改修」と「バリアフリー改修」については、
「耐震改修」の減額と同時の適用は受けられません。
また、それぞれの制度は、１戸の住宅について１
回限りの適用となります。
※�申請に必要な書類など、詳しくは、ホームページを
ご覧いただくか、税務課へ問い合わせてください。

建物（住宅・倉庫・車庫など）の取壊しや
新築、増築などの届け出をお願いします
　建物の固定資産税は、毎年１月１日現在で固定資
産課税台帳に登録されている建物に課税されます。
　次の場合は届け出をお願いします。
　○�建物の新築・増築、登記されている建物の取壊
し・名義変更

　　→さいたま地方法務局上尾出張所へ
　○未登記の建物の取壊し・名義変更→税務課資産税係へ
※�建物を取り壊した場合、土地の固定資産税額など
が変わる場合があります。
※�年の途中で建物を取り壊しても、その年度の固定
資産税などは全額納める必要があります。

１．耐震改修

｢敬老祝金贈呈｣ のご案内
　市では、次の表の年齢に達する人に、長寿を祝福す
ることを目的として、敬老祝金の贈呈を行っています。
　対象者へ９月上旬に「桶川市敬老祝金通知書」を郵
送します。

※年齢は、平成30年４月２日から平成31年４月１日までに迎える年齢です。
※施設入所、不在がちなどで振込みを希望する人は、９月６日までに連絡してください。

年齢 贈呈金額 贈呈方法
満80歳・88歳・90歳・99歳 10,000円 民生委員を通じて９月中旬から下旬頃に贈呈
101歳以上 10,000円 市から直接、９月中旬から下旬頃に贈呈
満100歳 100,000円 市から直接、誕生月に贈呈

詳しくは至高齢介護課

ラグビーワールドカップ2019日本大会　埼玉・熊谷開催 ! !
　ラグビーワールドカップ2019日本大会を控え、1
年前イベントを開催します。ぜひ来場してください。
と　き▶9月23日㈰10時～17時
ところ▶�熊谷ラグビー場前特設ステージ（熊谷市上

川上300熊谷スポーツ文化公園内）
内　容▶�ラグビートークショーやご当地キャラクター

有志によるラグビー応援団の出演ステージ、
ラグビー体験コーナーなど。

その他▶�「熊谷圏オーガニックフェスタ2018」「熊
谷市ラグビー祭り」も併催。

　ラグビーワールドカップ2019日本大会の一般選
考抽選販売が開始されます。
申込期間▶9月19日㈬～11月12日㈪
抽選結果▶11月26日㈪発表
※�チケットIDの登録が必要です。詳しくは公式チ
ケットサイトをご覧ください。

�問合せ至県ラグビーワールドカップ
　　　　2019大会課☎830-6870

ラグビーワールドカップ2019日本大会▶
公式チケットサイトはこちら

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

☎786-3211 （代表）
鯖786-0336
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Ｄ
Ｏ
で
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の
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情
報
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報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

第
９
回
農
業
委
員
会
総
会

　

と
き
▼
９
月
21
日
㈮
午
後
２
時
か
ら

　

と
こ
ろ
▼
農
業
セ
ン
タ
ー

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
総
会
開
始
の

30
分
前
か
ら
５
分
前
ま
で
に
会
場
に
お
越

し
に
な
り
、
事
務
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
傍
聴
を
希
望
す
る

人
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
事
務
局

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
次
回
の
農
業
委

【
事
例
1
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
海
外
航
空
券
の
申

し
込
み
を
し
た
が
行
け
な
く
な
っ
た
。キ
ャ

ン
セ
ル
を
し
た
い
が
電
話
も
つ
な
が
ら
ず
、

メ
ー
ル
を
送
っ
て
も
返
信
が
来
な
い
。（
70

歳
代　

男
性
）

【
事
例
2
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
4
か
月
先
の
海
外

の
ホ
テ
ル
を
予
約
し
た
。
翌
日
キ
ャ
ン
セ

ル
し
た
が
、
高
額
な
解
約
料
を
請
求
さ
れ

た
。（
60
歳
代　

女
性
）

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
旅
行
予
約
は
店

舗
で
の
予
約
と
異
な
り
、
対
面
で
詳
し
く

説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
予

約
内
容
や
キ
ャ
ン
セ
ル
、
変
更
な
ど
の
契

約
条
件
は
、
利
用
規
約
な
ど
を
よ
く
読
み
、

申
し
込
み
の
前
に
自
分
自
身
で
よ
く
確
か

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
サ
イ
ト
運
営
事
業
者
の
基
本
情
報
（
名

称
、
住
所
、
代
表
者
、
日
本
の
旅
行
業
登

録
有
無
な
ど
）
や
顧
客
対
応
窓
口
へ
の
問

い
合
わ
せ
手
段
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
海
外
事
業
者
が
運
営
す
る
サ
イ

ト
の
場
合
は
日
本
語
対
応
の
可
否
な
ど
も

調
べ
ま
し
ょ
う
。

③
申
込
時
に
は
、
予
約
内
容
を
画
面
で
よ

く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
予
約
後
は
予
約
確

認
メ
ー
ル
を
す
ぐ
に
確
認
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
不
測
の
事
態
に
備
え
て
画
面
を

員
会
総
会
は
、
10
月
23
日
㈫
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
農
業
委
員
会
事
務
局

　

11
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
が
更
新
さ
れ
ま
す
！

　

11
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
10
月
上
旬
に
簡
易
書
留
に
て
郵
送
し
ま

す
。

【
窓
口
で
の
受
領
を
希
望
す
る
場
合
】

　

９
月
14
日
㈮
ま
で
に
保
険
年
金
課
国
民

健
康
保
険
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
１
日
㈪
以
降
、
窓
口
で
新
し
い
保

険
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
顔
写
真

付
き
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
・
障
害
者
手
帳

の
い
ず
れ
か
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
保
険
年
金
課

「
彩
の
国
動
物
愛
護
推
進
員
」を
公
募

し
ま
す
！

　

県
で
は
、「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
動
物
の
愛
護
や

正
し
い
飼
い
方
に
関
す
る
知
識
、
情
報
な

ど
の
普
及
・
啓
発
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
積
極
的
・
自
主
的
に
ご
協
力
を
い
た

だ
く
「
彩
の
国
動
物
愛
護
推
進
員
」
を
募

集
し
ま
す
。

　

募
集
期
間
▼

　

９
月
３
日
㈪
～
11
月
30
日
㈮

　

活
動
内
容
▼
①
動
物
の
愛
護
と
適
正
な

印
刷
し
、
精
算
完
了
後
、
旅
行
が
終
わ
る

ま
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
は
全
国
共
通
の

電
話
番
号
で
あ
る
１
８
８
番
へ
か
け
れ
ば

つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
１
８
８
（
い
や
や
）
！　

泣
き
寝
入

り
！
」
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

飼
養
・
管
理
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
地
域

住
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動

②
地
域
住
民
の
求
め
に
応
じ
た
、
繁
殖
制

限
措
置
に
関
す
る
助
言
や
譲
渡
仲
介
の
支

援
な
ど

③
動
物
の
愛
護
と
適
正
飼
養
を
推
進
す
る

た
め
県
が
行
う
施
策
へ
の
協
力

④
そ
の
他
、
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養

の
推
進
の
た
め
県
が
必
要
と
認
め
る
こ
と

　

申
込
み
▼
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各

保
健
所
、
埼
玉
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
に
設
置
す
る
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

問
合
せ
詩
県
生
活
衛
生
課
☎
830
―
３
６

１
２★ 交通事故統計 ★

─桶川市内の人身事故─
（毎年１月からの累計）

平成30年
６月末

平成29年
６月末

対前年
同月比

件　　数 149件 130件 19件

死　者　数 ０人 ０人 ０人

負傷者数 173人 162人 11人

事故防止　まずは確認　第一歩

都
市
計
画
の
変
更
案
縦
覧
に
つ
い
て

　

東
松
山
都
市
計
画
の
変
更
に
あ
た
り
、

都
市
計
画
法
第
17
条
に
基
づ
く
縦
覧
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

縦
覧
内
容
▼
東
松
山
都
市
計
画
ご
み
焼

却
・
ご
み
処
理
場
（
吉
見
町
決
定
）

　

縦
覧
期
間
▼
９
月
７
日
㈮
～
21
日
㈮

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
）

　

縦
覧
場
所
▼
吉
見
町
ま
ち
整
備
課
、
東

松
山
市
都
市
計
画
課
、滑
川
町
建
設
課
、嵐

山
町
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
、
桶
川
市
都
市

計
画
課
、
小
川
町
都
市
政
策
課
、
川
島
町

ま
ち
整
備
課
、
と
き
が
わ
町
建
設
環
境
課
、

東
秩
父
村
企
画
財
政
課
、
鴻
巣
市
都
市
計

画
課
、
北
本
市
都
市
計
画
課

※
案
に
つ
い
て
は
吉
見
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

〈
変
更
の
案
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出
〉

　

対
象
▼
吉
見
町
、
東
松
山
市
、
滑
川
町
、

嵐
山
町
、
桶
川
市
、
小
川
町
、
川
島
町
、
と

き
が
わ
町
、
東
秩
父
村
、
鴻
巣
市
お
よ
び

北
本
市
の
住
民
お
よ
び
利
害
関
係
人

　

提
出
方
法
▼
持
参
ま
た
は
、
郵
送

　

提
出
期
限
▼
９
月
21
日
㈮
午
後
5
時
15

分
ま
で
《
必
着
》

　

提
出
先
▼
桶
川
市
都
市
計
画
課
（
〒
363

―
８
５
０
１
桶
川
市
泉
１
―
３
―
28
）、
吉

見
町
ま
ち
整
備
課
（
〒
355
―
０
１
９
２
吉

見
町
大
字
下
細
谷
4
１
１
）

　

問
合
せ
詩
桶
川
市
都
市
計
画
課
（
☎
788

―
４
９
４
９
）、
吉
見
町
ま
ち
整
備
課
（
☎

０
４
９
３
―
63
―
５
０
１
８
）

　

桶
川
市
教
育
委
員
会
第
９
回
定
例
会

　

と
き
▼
９
月
26
日
㈬
午
後
２
時（
予
定
）

　

と
こ
ろ
▼
市
役
所
会
議
室
401

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
10
月
29
日

㈪
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

　

ふ
る
さ
と
納
税　
市
民
へ
の
記
念
品

贈
呈
の
終
了
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
地
方
自
治
体

に
寄
附
を
し
た
場
合
に
個
人
住
民
税
・
所

得
税
が
一
定
額
控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

本
市
で
は
、
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た

人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
、
記
念
品

を
お
贈
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
関
す
る
総
務
大
臣
か
ら
の
通
知
を

受
け
、
平
成
30
年
９
月
14
日
㈮
を
も
っ
て
、

本
市
に
お
住
ま
い
の
方
へ
の
記
念
品
の
贈

呈
を
終
了
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄

附
）
の
申
し
出
は
引
き
続
き
お
受
け
し
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
本
市
へ
の
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
企
画
調
整
課

　市では、川田谷地区にある旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場建物の復原整備工事を実施しています。ま
た、復原整備及び管理運営のための基金を設立し、寄附金の募集を行っています。
　この度、建物の復原整備工事にあたり、使用する木材の裏面に名前などを記入する ｢記名会｣ を開
催する予定です。記名をするには、下記に示す申込手続きや、寄附等が必要となります。この機会に、
記念に名前などを残してみませんか？

申 込 期 間▶９月３日㈪～11月５日㈪
募 集 内 容▶飛行学校建物に使用する木材裏面への名前などの記入
　　　　　　　•寄附１口　5,000円（１口の大きさ縦約40㎝×横約14.5㎝）
　　　　　　　※�同じ方が何口寄附していただいても構いません。法人、団体の人も寄附できます。
　　　　　　　※�記名などをいただいた面は裏側に使用するため、完成後、直接見ることはできません。
申 込 方 法▶�申込書につきましては、道の駅・飛行学校跡地整備課窓口で配布し、また、市ホーム

ページに掲載します。道の駅・飛行学校跡地整備課へ直接、または郵送、FAX（786
－3740）、メール（michi-hikou@city.okegawa.lg.jp）で申し込みください。

　　　　　　　申込み受付後、納付書などをお送りします。
記名会の開催▶�記名会の詳細につきましては、今回寄附をいただいた方に別途連絡します。時期につ

いては11月中を予定しています。
　　　　　　　※復原整備工事中のため、現在、建物を見ることはできません。

飛行学校にあなたの名前を残しませんか？
詳しくは至道の駅・飛行学校跡地整備課

契
約
条
件
は
自
分
で
よ
く
確
認
！
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
旅
行
予
約

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

　
相
談
日
時
▼
毎
週
月
～
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
３
時
30
分
☎
786
―
３
２
１
１
㈹

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯
を

ま
と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

☎786-3211 （代表）
鯖786-0336
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認知症サポーター
養成講座

　「認知症サポーター」とは、認知症という
病気を正しく理解し、認知症の人とその家
族が住み慣れた地域でいきいきと暮らし続
けることができるよう支える応援者のこと
です。講座修了後には認知症サポーターの
証『オレンジリング』をお渡しします。
と　き▶�10月13日㈯午前10時～11時30分

（受付：午前９時30分から）
ところ▶�川田谷生涯学習センター��
定　員▶�20人
申込み▶�10月９日㈫までに電話で、地域包

括支援センターねむのき（☎783
―5311）へ。

目指せ、Ｈ30年度
市内サポーター3,800人！
(�H30.７月現在2,925人)

詳しくは至高齢介護課

介護者のつどい・介護者サロン 　地域包括支援センター主催で介護に関する情報交換の
場として、介護者のつどい・介護者サロンを開催します。

介
護
者
サ
ロ
ン

とき ９月30日㈰　午前10時30分～正午
ところ おけがわマイン３階　イベントスペース

内容

「楽々介護を学びましょう」
介護をする人、介護をされる人が楽になる介助方
法について理学療法士・作業療法士による講義・
実演を行います。
定員は20人です。事前に電話で申し込みください。

問合せ
地域包括支援センター「ルーエハイム」
（若宮1－5－2　おけがわマイン４階）
☎789－2121

介
護
者
の
つ
ど
い
「
繭
の
会
」

とき 10月５日㈮　午後１時～２時30分
ところ ねむのき

内容

和やかな雰囲気の中でお茶を飲みな
がら、介護の悩みや情報交換など、語
り合いませんか？
定員は７人です。事前に電話で申し
込みください。

問合せ 地域包括支援センター「ねむのき」
（川田谷5830－1）☎783－5311

　筋力・バランス能力・移動能力は高齢になるにつれて低下
しますが、効果的な体操に取り組むことで、体力を維持・向
上することができます。　
　住み慣れた地域で元気に生活し続けるために、教室に参加
して、楽しく介護予防に取り組みませんか。

内　容▶�日常生活で簡単に行える運動、栄養の話など10回コース
　　　　※�簡単な体力測定も行います。
対　象▶�65歳以上の市民
　　　　※�医師から運動を止められている人は参加できません。
定　員▶40人【先着順】
申込み▶�９月６日㈭午前９時から、電話または直接、高齢介護課へ。
　　　　※��できるだけ全日程ご参加ください。
　　　　※��多くの方に参加していただくために、１人につき、

年１回の受講とさせていただきます。

「転ばん！運動教室」のお知らせ
詳しくは至高齢介護課

毎回

ところ サン・アリーナ 地域福祉活動センター

日　程

10月２日㈫・９日㈫・
16日㈫・23日㈫・30日㈫

10月４日㈭・11日㈭・
18日㈭・25日㈭

11月６日㈫・13日㈫・
20日㈫・27日㈫

11月１日㈭・８日㈭・
15日㈭・22日㈭・29日㈭

12月４日㈫ 12月６日㈭
時　間 10時～11時30分　受付：９時30分～10時
持ち物 飲み物、タオル、運動ができる上履き

『桶川市坂田東高齢者等借上型市営住宅』（愛称・サンシャインホーム）の入居補欠者を募集します 詳しくは至建築課

　現在のところ満室（全10戸）ですが、退去者が出た場合の入
居補欠者を次のとおり募集します。
　なお、補欠者としての有効期限は１年間です。
入居者資格▶�次のすべての事項を満たしていること。
・自立した生活ができる人
・市内に住所を有する人
・�入居しようとする世帯全員の収入月額が、15万８千円以下（高
齢者・障害者などの世帯は21万４千円以下）

募集案内配布▶�９月14日㈮～28日㈮に、市役所（建築課・情報
コーナー）、駅西口連絡所、東部連絡所で配布し
ます。また、ホームページでも閲覧できます。

申込受付▶�９月21日㈮～28日㈮（土・日曜日を除く、午前８時30分

～午後５時15分）に市役所（建築課）で受け付けます。
選考方法▶�申込者が複数の場合、市内に２年以上住み続けてい

る人で、かつ65歳以上の世帯や障害者の認定を受け
ている人が優先されます。

　　　　　※詳細は募集案内をご覧ください。

サンシャインホーム概要
所在地▶桶川市坂田東三丁目20番１号�（坂田宮前公園北側）
構造▶鉄筋コンクリート造２階建
間取り▶2DK（48.6平方メートル）
設備▶エレベーター、電気式コンロ、バリアフリー仕様
家賃▶2万500円~5万4,500円　※�収入によって変わります。

今月のおれんじカフェ 認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用できます。専門職に相談したり、入所
されている皆さんと体操や音楽レクリェーションを通して触れ合いませんか。認知症へ
の理解を深めていただくことにより、誰もが住み良い桶川市を目指しています。

開催場所 開催日 開催時間（出入り自由） 参加費

グループホームみんなの家
坂田東1－36－3　☎729－1616 ９月12日㈬ 13：30～15：00 無料

愛の家グループホーム桶川
朝日2－10－15　☎778－6603 ９月19日㈬ 13：30～15：00 無料

桶川ケアセンターそよ風
上日出谷1245－2　☎789－3130 ９月21日㈮ �13：30～15：00 無料

ねむのき
川田谷5830－1　☎787－0311

９月２日㈰
10月７日㈰ 9：30～12：00 100円

花ノ木の郷
加納1824－1　☎729－2222 ９月1６日㈰ 10：00～11：30 無料

※�事前の連絡は不要
です。直接お越し
ください。　

詳しくは至

高齢介護課

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
【9月は認知症について考える月間です】	 詳しくは至高齢介護課

シリーズ　明日のあんしん　～高齢者の暮らしを支える～�

　「認知症」という言葉を耳にしたことはありますか。
　認知症は、歳相応の「単なるもの忘れ」とは異なり、生活に支障が出てくる「病気」です。認知症に
なる一番の原因は「高齢化」です。長寿社会である現在では認知症になる人が増加することは避けがた
く、他人ごとではありません。認知症は、残念ながら現状では「入院して手術し、すっかり良くなって
退院してくる」という病気ではありません。市では「認知症」という病気を正しく理解していただくこ
とにより、誰もが安心して暮らせる街を目指しています。

　９月21日は、認知症に関する世界会議が開催されたことを記念し、『世界アルツハイマーデー』に制
定されています。これにちなみ、市では認知症に関するイベントを次の内容で行います。「認知症」とい
う病気について理解を深めてみませんか？

★桶川市の認知症に関する取組みを紹介
する「おれんじ新聞」に詳細をお知らせ
しています。
　「おれんじ新聞」は、高齢介護課、各地
域包括支援センターで配布しています。

と　き▶９月18日㈫　午後２時～
ところ▶東公民館
内　容▶�「認知症と向き合う」
⃝�講義「認知症サポーターが具体的に活動するに
あたって」

　　講師：�認知症の人と家族の会埼玉県支部代表
⃝DVD鑑賞「認知症と向き合う」
⃝おれんじカフェ紹介　（おれんじカフェ主催者）

※�「認知症サポーター養成講座」は毎月開講してい
ます。

認知症サポーターフォローアップ講座
（認知症サポーター養成講座修了者対象）

▪市立図書館、川田谷図書館
　８月28日㈫～９月30日㈰
▪駅西口図書館
　９月３日㈪～30日㈰

認知症に関する蔵書の
専用ブースの設置

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

☎786-3211 （代表）
鯖786-0336
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銀
行
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
借
金
と

生
活
の
相
談
会
（
無
料
）

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務

と
生
活
問
題
の
個
別
相
談
会
や
、
相
談
者

と
同
じ
経
験
を
持
つ
相
談
員
と
の
面
談
を

実
施
し
ま
す
。（
内
容
に
よ
っ
て
は
、
社
会

福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。）

　

と
き
▼
９
月
16
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

　

と
こ
ろ
▼
朝
日
記
念
会
館
２
階
（
朝
日

１
―
６
―
15
）

　

申
込
み
▼
事
前
に
夜
明
け
の
会
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　

主
催
・
問
合
せ
詩
夜
明
け
の
会
☎
774
―

２
８
６
２

　

浦
和
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
出
張
法
律

相
談
会
（
無
料
）
を
開
催
し
ま
す

　

と
き
▼
９
月
11
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
伊
奈
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　

内
容
▼
面
談
（
１
組
１
時
間
）
に
よ
る

相
続
、
遺
言
、
登
記
、
債
務
整
理
、
成
年

後
見
、
不
動
産
の
名
義
変
更
な
ど
の
相
談

　

申
込
み
▼
電
話
に
よ
る
予
約
制
☎
838
―

７
４
７
２

　

主
催
▼
埼
玉
司
法
書
士
会

　

問
合
せ
詩
埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
863
―
７
８
６
１

平
成
30
年
度
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

内
容
▼
不
動
産
の
価
格
な
ど

　

と
き
▼
10
月
６
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

４
時

　

と
こ
ろ
▼
①
さ
い
た
ま
浦
和
会
場
→
埼

玉
会
館
５
階
５
Ｂ
会
議
室

②
熊
谷
会
場
→
八
木
橋
百
貨
店
１
階
正
面

入
口

　

主
催
・
問
合
せ
詩
（
公
社
）
埼
玉
県
不

動
産
鑑
定
士
協
会
☎
789
―
６
０
０
０

「
平
成
30
年
度　
彩
の
国
埼
玉
環
境

大
賞
」
の
候
補
者
募
集

　

県
で
は
、
環
境
保
全
活
動
を
促
進
す
る

た
め
、
他
の
模
範
と
な
る
優
れ
た
取
組
み

に
つ
い
て
、
県
知
事
に
よ
る
表
彰
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

応
募
資
格
▼
県
内
で
活
動
す
る
団
体
、

事
業
者
、
個
人

　

応
募
先
▼
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
の

う
え
、
10
月
５
日
㈮
ま
で
に
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

　

問
合
せ
詩
県
環
境
政
策
課
☎
830
―
３
０

１
９

●桶川市役所・教育委員会／☎７８６－３２１１（代表）　鯖７８６－0３３６
●社会福祉協議会／☎７２８－２２２１　鯖７２８－２３１３

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問 合 せ

◎法律相談（予約制）弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚、相続などの
法律全般についての相談

７日㈮・21日㈮・28日㈮
14：00～17：00
15日㈯�９：00～12：00
10月５日㈮・12日㈮・26日㈮�
14：00～17：00
20日㈯�９：00～12：00

市役所相談室

秘書広報課

◎司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成年
後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

13日㈭　＊10月は実施なし
13：00～16：00 市役所相談室

◎行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容
証明、会社設立などの手続きの相談

３日㈪　＊次回は10月１日㈪
13：00～16：00 市役所相談室

◎税務相談（予約制）税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての
相談

26日㈬
13：00～16：00 市役所相談室

◎マンション管理相談（予約制） マンション
管 理 士

マンション管理組合に関することや近隣
問題についての相談

26日㈬
10：00～12：00 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震
などの相談

15日㈯
９：00～12：00

市役所会議室301
電話でも可☎786-3211㈹

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社などへの要望や苦情
についての相談

14日㈮　＊次回は10月12日㈮
10：00～12：00 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融などからの借金返済などに
困っている人の相談 随時 市役所相談室

直通☎788-4901

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困ってい
ることについての相談 随時 市役所相談室 安心安全課

女性相談（予約制）県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 10日㈪

10：00～16：00 市役所相談室
人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめなど
の日常生活のお困りごとについての相談

11日㈫
９：00～12：00 地域福祉活動センター３階

内 職 相 談 内 職
相 談 員 内職に関する相談・案内 毎週水・金曜日（祝日を除く）

10：00～15：00（12：00～13：00を除く）
勤労福祉会館
直通☎773-1121（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全
般についての相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

市役所３階
電話可　☎786-3211㈹ 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚
園・学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火・木曜日（祝日を除く）
10：00～16：00

駅前子育て支援センター
直通☎777-7708 子ども未来課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程

調整して決定
児童発達支援センター分室
☎787-5562

児童発達支援
センター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みご
と相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：15～16：30

桶川市教育センター
直通☎786-3237 学校支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00～15：00

地域福祉活動センター
直通☎728-2369 社会福祉協議会

９月

※上記相談外での個別相談は、相談料が発生する場合があります。※◎の相談について、一年度に1回のみ受けられます。
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は
、
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の
１
日
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動
き
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・
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市
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。
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計
画
課
☎
830
―
５
３

３
７福
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仕
事
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や
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え
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北
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市
お
よ
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近
隣
の
福
祉
施
設
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集

ま
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就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

無
資
格
、
未
経
験
で
働
け
る
仕
事
場
も

あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

と
き
▼
9
月
26
日
㈬
正
午
～
午
後
３
時

　

と
こ
ろ
▼
北
本
市
庁
舎
（
北
本
市
役
所

１
階
ホ
ー
ル
）

　

内
容
▼
①
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
若
手
介
護
職
員
の

体
験
談
や
福
祉
の
求
人
動
向
、
就
職
活
動

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
話
し
ま
す
）

②
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
は
就
職
相
談

会
（
個
別
に
仕
事
や
求
人
の
内
容
に
つ
い

て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

　

参
加
費
▼
無
料

※
事
前
に
申
し
込
ん
だ
人
に
は
素
敵
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
（
申
し
込
み
が
な

く
て
も
参
加
可
）。

　

問
合
せ
詩
社
会
福
祉
法
人
埼
玉
県
社
会

福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
833
―

８
０
３
３

　

古
い
家
庭
用
消
火
器
を
回
収
し
ま
す

　

市
内
防
災
用
品
取
扱
業
者
の
協
力
の
も

と
、
桶
川
市
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会

に
よ
る
消
火
器
の
回
収
・
処
分
を
有
料
で

実
施
し
ま
す
。
古
い
家
庭
用
消
火
器
の
処

分
で
お
困
り
の
人
は
、
次
の
会
場
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

と
き
▼
９
月
８
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

11
時

　

と
こ
ろ
▼
高
崎
線
東
側
→
さ
く
ら
フ
レ

ン
ド
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）、
高
崎
線
西

側
→
分
庁
舎
南
側
駐
車
場

　

処
分
料
▼
家
庭
用
（
３
～
20
型
）

１
，
７
０
０
円
／
本
（
税
込
み
）

　

詳
し
く
は
詩
安
心
安
全
課

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は

誰
に
も
渡
さ
な
い
で
！

　

上
尾
警
察
署
管
内
で
、
警
察
署
や
金
融

機
関
職
員
を
か
た
る
詐
欺
犯
人
か
ら
「
あ

な
た
の
カ
ー
ド
が
悪
用
さ
れ
て
い
る
。」

「
口
座
を
凍
結
す
る
の
で
暗
証
番
号
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。」「
職
員
が
カ
ー
ド
を
交

換
し
に
行
き
ま
す
。」
な
ど
の
電
話
が
多
数

か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

警
察
官
な
ど
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

預
か
っ
た
り
、
暗
証
番
号
を
聞
く
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

電
話
で
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

話
が
出
た
場
合
は
、
詐
欺
を
疑
い
家
族
な

ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
詩
上
尾
警
察
署
☎
773
―
０
１
１

０
　

応
急
手
当
（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）

講
習
の
お
知
ら
せ

　

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
）お
よ
び
大
出
血
時
の
止
血
方
法
な

ど
※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

　

と
き
▼
10
月
21
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

（
午
前
８
時
45
分
受
付
開
始
）

　

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
３

階
災
害
対
策
室
（
鴻
巣
市
箕
田
１
６
３
８

―
１
）

　

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

　

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
無
料

　

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受

講
者
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
証
明
書
（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画
面
提
示
で
も
可
）

　

そ
の
他
▼
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習

の
受
講
が
で
き
ま
す
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講

者
は
救
命
講
習
の
受
講
時
間
が
開
始
か
ら

１
時
間
免
除
さ
れ
ま
す
）。

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
９
月
15
日
㈯
～
10

月
14
日
㈰
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
鴻
巣

消
防
署
鴻
巣
西
分
署
（
鴻
巣
市
滝
馬
室
１

１
３
９
―
１
、
☎
048
―
544
―
０
１
１
９
）

今月の納期
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保
険料
【第３期】
納期限…10月1日
納付は期限内に！

８月号のP.９「マモ
ルとおばあちゃんの
地球にやさしい『桶
川市のごみ』物語④」
の記事に誤りがござ
いました。お詫びして訂正いたします。

８月号のP.11「環境影響評価準備書などについての
お知らせ」の記事に誤りがございました。お詫びし
て訂正いたします。
誤：市民活動サポートセンター　午前９時～
正：市民活動サポートセンター　午前10時～

金属・ガラス・乾電池

飲料用アルミ缶 飲料用スチール缶

飲料用スチール缶 飲料用アルミ缶

誤�

正

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp
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